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 'Papain, bromelin, cathepsinの 如 き細胞 内酵素 がpeptide結 合 を合成 す る事 が最近Berg-

mmnn學 派1)に 依 り報 告 されているが,植 物 性酸性蛋 白酵素 であ るficinも 亦 本研究 でpep-

tide結 合 を合成 し得 る事 を明かに した.

 酵 素 製 品 として は無花果乳汁 をその まま或はそのア セ トン乾 燥粉末即 ちficinを 用 いたが主

として後者 に依つ た.

 1) 馬 尿酸 とaniline或 はphenylhydrazlneと の混合 にfi(inを 加 え37。 に 保置すれば縮

合 してanilide或 はphenylhydrazideを 析 出す る.こ のhippurylanilide合 成 のpH領 域 は

PH 3～7で その最 高牧得量 か らみ ると至池pHは4.5で あ つて,之 に依つ てficinの 分 解作

用の至適pHと 同 一で あ る事が判つた.從 つて本研究 に於て は溶媒 として專 らpH 4.5の0.1

モ ル絢構酸 撫緩衝液 を使用 した.

 2)次 にficinに 依 る合成作用はglycineのlenzoyl誘 導罷 に限 られす]eucine及 び

phenylalanineのbenzoyl誘 導禮 も亦anilideを 形 域 し7こが試験 した中でamino酸 その も

の,acetamide, benzamlde及 びacetylg】ycineで はanilideを 析 田 しなかった.

 3)次 にDL-amino酸 のbenzoyl・ 誘 導禮 を用い ると天然 のL型 成分 のみがanili(?eを 形

成 し,そ の甥掌艦 であ るD型 成分 は合祓 を受 けす その まま母液 に淺 る.從 つ てficinの 合 成

作用 も前 述の細胞 内酵素 と同様 に光 學的特 殊性を有 してい る事 が明 かぞ あ る.

 このDL-Amino酸 のacyl誘 導艘 の天然型 がficinの 作 用 に依 つ てanilineと 結 合 して析

出 し非天然型 が その まま母液 に淺 る事 は合成 に依つ て牧取 す るD】.型 を爾 型 に分割す る方法 と・

して甚だ興味 あ る鮎 と思 う.通 常酵素 分割法 は天然 型を砿壊 して,非 天然型 を淺 す方法 で ある

が,本 法 に依 れば爾型 とも殆ん ど定量的 に牧得出來 る.

 次 にDL-phenylalanineの 分 割一例 に就て要鮎 を蓮べ る・8・4瓦 のbenzoyl-DL-1〕henyla1-

mlineと66瓦 のanilineの 絢構酸 臨緩衝溶液 に3瓦 のfieiliを 加 え37。, rH 45に 鰐 置す ると

既 に数分 後 に極 めて難溶性 のbenzoy1-1.・phenyla]anille anilide(融 黙219.5。,比 旋度 十27.30)

が 析 出 し始 め,二 日後 には殆ん ど定量的(97%)に 得 られた.之 を20%臨 酸 で12時 聞 水解 し,そ

の析 出物 か らエーテルで安 息香酸 を除 く.幾 つたL-phenylalanineの 盤 酸 鷺 を温 水に溶解 し,

酷 酸ア ンモ ンにてrll 5に 調 整 して之 に二倍容 の95%酒 精 を加 えて氷 窒 に放 置 すれば,比 旋度

一34 ・9。のL-phenyla]anineの 結 晶が得 られ る・ その牧量 は70%で あつ た・

 次1:L-anilideを 除 いた母液 を煮沸 して除蛋 白 し減 堅濃縮 した後,瞳 酸 にてpll 2に 調 整 して

                   (68)



           鳴海・高野:核 振動 と電子状態との相互作用に就て

氷室 に放置 してbenzoy1-D-phenylalanine(融 黙141。, ・tk旋度 一17」 。)が得 られた.之 を20%璽

酸 にて12時 間 水解 した後,前 と同様の操 作 を施 して82%のD-phenyialanine(比 旋 壌 十34・6。)

の結 晶を得 た.
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 分 子 系の量子化 に際 して,通 常核運動 と電子蓮動 とを分離 して取扱 うことが一定の條件 の も

とで可能であ るこ とは既 に周知 の所 であ るが,1)電 子 歌態聞 の距離 が核振動 の ボテンシヤ ルエ

ネルギ1と 同 じ程度 であ る限 りに於 ては爾者 の祁互作用を最 早 無 硯 す るこ とは許 されない・2)

斯 る事實 に注 目し,線 型分子 の電子歌態 が縮退 している場 合 に,こ れが核 の攣形基準振動 と結

合 す るこ とによつ て,準flヒ の分 離が期待 され る結果 を明 らか にす るこ とが この研究の主題で あ

る.

 d項 に封 す る分離 がr4に 比 例す る事實か ら,固 有 値Eに 騎 す る攣形振動 の固有画数ψ1(r,9),

ψII(r,g)の 満 たす Schl6dinger方 程 式 は,ψ1,ibllを 二 元 ベ ク トルΨの成分 と解 して,次 の

如 く求 め られ る.

 A一項 に調 す る分離 が14に 比 例す る事實 か ら, 固有 値Eに 騎 す る攣 形振 動の固有醜数 ψ1

(r,の,ψII(r. q)の 満 たすSch16dinger方 程 式 は,ψ1,ψIIを 二 元 ベク トルTの 成分 と解 して,

次 の如 く求 め られ る.

  僻+÷ ÷+÷(∂  -0∂9)りΨ(r…)+κ2〔E-…2+・Q・ ・〕7(・・)・・(1)

      ・ 一(211>Q-(τ11),・ ・-8署;F【 伽 核の還頑 量)

 (1)に 於ける撮動項 δQ,4を 無視すれば,第 零衣近似 として次の解が得 られ る.

靴{ll;=1で:畿lll鴫二二奮濃鴇 ②

はLaguerre陪 画 激 で, L腎[(ρ)(但 しμ=判 墜)を 含 む動径薗激Rvlml(r)は

   R劇(・)・ ・Rym・(・)・・N,・i。,・・p(一 ・/・)・塁Lツ(・),・P・ …2,(・ ・)
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